
ヤ
民
族
の
・
も
つ
表
怯
眠
古
の
・
も
の
ミ
見
る
審
に
詐
さ
れ
・
な
い
O
例
｝
へ
げ
3

ぞ
p
三
p
互
が
男
巴
曇
a
並
び
に
H
憲
。
訴
に
響
ず
る
關
係
ぱ
、
最
早

自
歯
畢
等
な
り
し
都
族
生
潅
の
原
型
で
匡
な
い
。
そ
れ
匡
既
に
嚴
然
六

る
澱
族
的
階
級
定
し
て
現
に
れ
て
居
る
で
は
な
い
か
。
脊
々
に
む
し
ろ

》
「
ぎ
象
p
の
高
原
の
如
姦
＼
乃
至
に
≧
多
寡
p
三
p
》
。
Σ
豊
明
b
ξ
ン
霊
で

。
ご
。
・
な
ご
に
於
い
て
、
よ
り
原
蛤
的
な
雨
靴
に
し
て
膚
由
な
る
牧
人
の

坐
活
農
民
の
盈
活
を
見
切
す
で
あ
ら
う
。
（
一
九
二
六
、
二
、
二
六
）

江
戸
幕
府
の
禁
書
政
策
㈲文

學
士
．
中
村
喜
代
三

C

享
保
の
弛
禁

　
入
豆
蔦
軍
吉
宗
は
、
學
術
の
愛
好
者
で
あ
っ
た
。
殊
に

天
丈
暦
法
に
興
昧
を
有
し
、
寄
合
建
部
賢
弘
を
顧
問
ご
し

て
、
和
漢
の
暦
書
は
勿
論
、
阿
蘭
の
説
迄
も
廣
く
研
究
し

た
。
加
之
膚
身
種
々
の
天
文
器
具
を
も
製
作
し
た
程
で
あ

っ
た
が
、
享
保
の
初
刷
、
當
時
一
般
に
使
用
さ
れ
て
居
た

貞
享
暦
に
疑
問
を
抱
き
、
天
文
方
三
川
春
海
の
弟
子
猪
飼

某
に
質
問
し
た
け
れ
ご
も
、
要
領
を
得
な
か
っ
た
。
そ
こ

　
　
　
第
十
一
巷
　
　
研
　
究
　
　
江
戸
墓
府
の
禁
書
政
策
（
申
）

で
更
に
賢
弘
に
問
ふ
た
所
、
賢
弘
も
明
臼
な
答
辮
が
出
來

な
か
っ
た
ら
し
く
、
彼
は
京
都
の
中
根
三
右
衛
門
玄
圭
を

推
心
し
た
。
所
が
玄
圭
の
意
見
が
、
甚
だ
吉
宗
の
意
に
適

つ
た
ε
見
え
て
、
其
の
頃
支
那
か
ら
轍
入
さ
れ
だ
暦
算
全

書
の
省
慮
を
玄
圭
に
命
じ
た
。
臆
て
鐸
本
が
出
子
上
っ
た

時
に
、
玄
圭
は
此
の
書
は
別
に
原
本
が
あ
っ
て
、
そ
れ
か

ら
抄
録
し
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
其
の
原
本
を
見

な
い
以
上
、
一
篇
の
本
意
を
明
瞭
に
解
騨
し
難
い
ご
言
上

し
た
。
早
瀬
命
今
が
長
崎
奉
行
に
下
っ
た
結
果
、
果
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
七
七
　
（
四
…
七
）



　
　
　
　
第
十
｝
巷
　
　
研
　
究
、
　
江
戸
幕
府
の
禁
書
攻
策
（
中
）

　
暦
鋒
全
書
の
原
本
だ
る
西
洋
瓦
経
が
舶
載
さ
れ
、
玄
圭
は

之
に
よ
っ
て
博
言
学
を
編
纂
し
て
奉
っ
た
Q
西
洋
暦
応
は

其
の
題
名
が
繭
し
て
、
從
來
輸
入
の
幽
來
な
か
っ
た
も
の

　
で
あ
る
。
か
う
し
把
事
が
、
立
圭
の
學
術
的
精
興
に
衝
動

乳
を
與
へ
た
も
の
と
見
え
て
、
彼
は
吉
宗
に
次
の
如
き
建
議

を
し
た
こ
傳
へ
ら
れ
て
居
る
。

　
　
本
邦
に
は
、
耶
蘇
宗
を
巌
し
く
禁
じ
玉
ふ
に
ま
り
、
天
主
ま
た

　
　
は
李
蒋
簑
な
，
こ
の
丈
字
あ
る
書
は
、
こ
一
し
ぐ
く
長
崎
に
て
焼

　
　
捨
る
お
き
て
な
れ
ば
、
暦
學
の
た
よ
り
ミ
す
る
書
甚
だ
乏
し
、

　
　
本
邦
の
暦
學
を
精
微
に
い
た
ら
し
め
ん
ミ
の
御
旨
な
ら
ば
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

　
　
づ
こ
の
巌
禁
を
ゆ
る
べ
玉
ふ
べ
し
．
、
．

　
惟
ふ
に
享
保
五
年
幕
府
が
、
輸
入
漢
書
の
弛
禁
命
を
漸

行
ず
る
に
至
っ
た
の
は
、
吉
宗
の
好
學
心
ビ
玄
圭
の
建
言

ご
が
、
縮
投
合
し
た
結
果
ご
見
る
が
稔
當
で
あ
ら
う
。

　
享
保
五
年
の
弛
禁
の
内
容
は
、
「
向
後
者
噂
迄
二
而
、
拗

　
ゆ

法
屯
不
拘
書
置
戯
者
、
御
用
物
者
勿
論
、
世
間
致
流
布
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

苦
」
ご
い
ふ
の
で
あ
っ
た
。
帥
ち
耶
蘇
澱
布
敷
を
目
的
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
錐
三
號
　
　
　
七
八
　
（
四
叫
八
）

し
な
い
以
上
、
軍
に
風
姿
名
目
た
る
に
過
ぎ
ぬ
も
の
は
、

殆
ご
凡
て
禁
を
解
い
た
の
で
あ
る
。
其
の
精
帥
に
於
て
は

寛
永
の
暁
ξ
大
差
は
無
い
。
唯
異
る
所
は
、
彼
に
あ
っ
て

は
酸
化
の
書
以
外
に
、
耶
蘇
激
徒
の
著
作
三
十
二
種
を
禁

じ
た
が
爲
に
、
玉
除
併
せ
て
放
棄
す
る
の
弊
を
免
れ
な
か

っ
た
が
、
享
保
に
於
て
は
頸
別
を
正
し
、
此
後
は
大
膿
に

於
て
純
粋
の
耶
蘇
若
書
の
み
を
禁
じ
、
寛
永
の
禁
書
中
に

於
て
も
、
さ
う
で
な
い
も
の
は
其
の
輸
入
を
許
し
た
の
で

あ
る
。

　
享
保
の
弛
禁
の
結
果
、
從
前
の
禁
書
中
、
如
何
な
る
書

籍
が
許
可
せ
ら
れ
た
か
に
就
て
は
、
好
書
故
事
、
五
月
雨

抄
以
下
、
諸
書
の
記
載
が
極
め
て
不
完
全
で
あ
る
。
僅
に

傭鮒

ﾖ
書
籍
馨
菱
が
、
我
箸
委
細
の
清
息
を
語
っ
て
呉
れ

る
○
繹
書
に
擦
る
ご
、
寛
永
の
禁
書
三
十
二
種
の
中
で
は
、

　
　
職
方
外
記
　
　
　
測
量
法
義
　
測
量
法
義
異
同

　
　
簸
三
儀
記
　
　
　
天
間
略
　
　
勾
股
義

　
　
幾
何
原
木
　
　
　
交
友
論
　
　
泰
西
水
法



　
　
襲
雪
雲
園
長
義
曼
籍
蕪

　
　
　
以
上
＋
二
種

　
貞
享
以
後
の
十
六
種
の
内
に
あ
っ
て
は
、

　
　
編
建
通
志
　
　
　
課
友
夏
文
集
　
西
堂
全
集

　
　
聡
定
廣
輿
記
　
　
三
才
畿
泌
　
　
堅
瓠
集

　
　
西
湖
志

　
　
’
以
上
七
種

　
右
の
内
職
方
外
記
は
、
寛
政
七
年
以
後
再
び
禁
書
ε
な

り
、
堅
直
黒
は
、
交
化
二
年
以
後
暫
く
禁
止
群
雨
に
會
っ

だ
が
、
天
保
入
年
車
載
の
時
は
、
「
邪
法
之
野
業
已
二
而
、

駿
化
妾
無
髭
将
商
責
を
許
さ
契
・
好
書
故
事
蜷

断
篇
引
の
長
崎
書
物
改
奮
記
に
糠
を
、
天
問
略
は
寛
永

十
六
年
、
泰
西
水
法
は
正
徳
二
年
渡
米
の
時
、
各
々
許
可

さ
れ
た
事
は
、
既
に
述
べ
た
所
で
あ
る
が
、
五
月
雨
三
下

及
誠
齋
甲
辰
難
記
に
は
名
家
詩
魏
も
禁
止
を
解
か
れ
た
標

に
記
し
て
居
る
。
其
他
前
節
に
掲
げ
た
増
補
山
海
経
廣
註

及
び
蓮
鱈
朋
記
憶
載
以
下
の
書
も
、
…
旦
墨
入
を
停
め
ら

　
　
　
第
十
「
巷
　
　
研
　
究
　
　
江
戸
墓
府
の
禁
書
政
策
（
中
）

れ
た
ご
し
て
も
、
恐
ら
く
其
の
殆
ざ
全
部
は
、
此
の
時
に

許
さ
れ
π
も
の
ご
推
察
す
る
に
難
く
は
な
い
。

　
而
し
乍
ら
享
保
の
解
禁
が
、
純
巌
壁
の
書
以
外
は
、
全

部
解
禁
さ
れ
た
か
ご
い
ふ
の
に
、
強
ち
さ
う
ご
も
限
ら
な

か
っ
た
標
で
あ
る
Q
帝
京
景
物
略
の
如
き
は
、
假
命
其
の

中
に
、
天
主
堂
や
利
砺
費
の
墳
墓
の
記
事
が
あ
る
に
し
て

も
、
元
來
が
燕
京
地
誌
こ
も
霧
し
て
差
支
へ
の
な
い
も
の

で
あ
る
に
拘
ら
す
、
解
禁
書
穏
か
ら
漏
ら
さ
れ
、
寛
政
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

一
年
渡
米
の
時
も
差
止
め
ら
れ
て
居
る
Q
こ
れ
は
利
聡
費

の
事
を
叙
す
る
交
面
が
、
多
少
彼
の
徳
行
學
術
を
讃
美
す

る
襟
な
調
子
で
書
か
れ
て
居
た
の
が
、
薬
局
の
忌
諜
に
鯛

れ
た
の
で
あ
毛
、
養
器
物
警
詑
構
際
蜷
ぼ

「
漁
李
儀
記
、
表
度
説
、
此
ご
種
天
主
敏
勘
法
之
文
者
無

月
由
に
御
座
卑
湿
共
、
商
責
信
仰
付
候
儀
、
奮
記
二
相
見

へ
不
無
下
」
ご
あ
っ
て
、
此
等
は
皆
猶
容
易
に
脱
却
す
る

事
の
出
來
な
い
、
當
路
者
の
固
晒
な
見
解
に
禍
さ
れ
た
も

の
こ
考
へ
ら
れ
る
。
そ
れ
故
に
嚴
密
に
云
へ
ば
、
未
だ
未

　
　
　
　
　
　
　
　
第
ヨ
號
　
　
　
七
九
　
（
四
噛
九
）



　
　
　
第
十
一
巻
　
　
研
「
究
　
　
江
戸
隷
府
の
禁
番
政
策
（
中
）

だ
遺
珠
は
存
在
す
る
の
で
あ
っ
た
が
、
兎
に
も
角
に
も
享

保
以
後
に
於
て
は
、
禁
書
目
は
著
し
く
減
少
し
た
。
從
來

明
自
に
禁
書
ご
指
定
さ
れ
な
い
で
、
唯
日
本
側
の
思
惑
を

顧
慮
し
た
爲
に
、
當
然
輸
入
を
差
控
へ
ら
れ
て
居
た
様
な

書
籍
で
も
、
此
後
は
其
の
危
惧
の
除
か
れ
た
も
の
が
多
い

鐸
で
あ
る
Q
新
し
く
禁
書
こ
な
っ
た
も
の
は
、
天
保
十
一

年
渡
米
の
天
文
至
聖
鉱
毒
年
譜
が
、
里
並
細
分
さ
れ
て
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）

る
位
の
も
の
で
、
極
め
て
少
い
Q
郎
ち
慕
府
の
態
度
は
甚

だ
緩
和
さ
れ
、
脱
線
氣
分
が
除
程
薄
ら
ぐ
に
至
っ
た
の
で

あ
る
。

　
此
魔
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
訟
の
は
、
幕
麿
の
法
制

上
の
特
質
と
し
て
、
禁
野
を
下
す
場
合
に
は
、
随
分
簾
重

に
、
隅
々
迄
も
布
達
の
手
段
を
簿
じ
た
け
れ
ざ
も
1
貞

享
後
の
禁
書
の
場
合
は
事
情
を
異
に
す
る
が
i
後
H
其

の
禁
を
弛
め
た
際
に
は
、
決
し
て
公
示
の
方
法
を
探
ら
な

か
っ
た
。
例
へ
ば
刑
期
短
縮
の
場
合
の
如
く
、
實
行
に
よ

つ
て
之
を
示
す
の
み
で
．
形
式
的
に
は
何
等
の
沙
汰
も
し

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
入
○
　
（
四
二
〇
）

な
か
っ
た
。
關
係
有
司
の
み
が
其
の
通
知
を
受
け
る
丈
で

一
般
入
は
膚
然
の
成
行
に
よ
っ
て
、
醤
度
す
る
に
任
せ
て

居
た
Q
そ
れ
が
幕
府
の
常
套
手
段
で
あ
っ
た
。
此
の
禁
書

の
一
部
解
禁
に
就
て
も
、
御
多
分
に
漏
れ
な
い
。
明
和
版

の
禁
書
属
録
や
、
松
雲
堂
の
板
額
に
、
享
保
の
解
禁
書
を

も
併
せ
て
列
記
し
て
居
る
の
は
、
此
れ
が
爲
に
外
な
ら
ぬ

そ
れ
で
あ
る
か
ら
弛
禁
に
な
っ
た
こ
は
云
ふ
も
の
、
、
今

迄
の
惰
性
で
、
其
の
解
禁
書
の
流
布
こ
い
ふ
黙
で
は
、
除

り
大
し
た
事
も
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
唯
幕
府
の
禁
書

政
策
の
緩
和
は
、
過
去
に
於
て
公
示
さ
れ
た
禁
書
に
勢
し

て
よ
b
も
、
寧
ろ
將
來
の
立
入
書
の
上
に
、
　
一
履
大
な
る

影
響
が
あ
っ
だ
も
の
ε
認
む
べ
き
で
あ
る
。
以
前
な
ら
ば

鹸…

?
禁
止
ざ
な
る
べ
き
性
質
の
新
渡
の
書
籍
が
、
此
後
は

其
の
厄
を
免
れ
て
、
我
が
愚
書
界
な
り
．
思
想
界
な
う
を

潤
す
に
至
っ
た
も
の
こ
考
へ
ら
れ
る
◎

　
享
保
の
弛
禁
方
針
は
、
其
の
後
の
爲
政
者
の
爲
に
。
何

等
の
墾
改
を
も
受
け
な
い
で
、
徳
川
末
期
魚
心
綾
し
た
。



次
に
幕
府
は
、
既
の
輪
入
書
政
策
を
如
何
な
る
方
法
で
實

許
し
た
か
、
そ
し
て
そ
れ
が
如
何
な
る
程
度
迄
實
行
さ
れ

た
か
に
就
い
て
論
及
し
や
う
。

　
（
｝
）
君
徳
院
殿
御
實
紀
附
録
雀
十
五

（
二
）
㈱
鯛
禁
書
野
点
好
嚢
謹
茜

（
三
）
雛
禁
露
響

　
（
四
）
長
晦
志
綾
篇
巻
入

　
（
五
）
五
月
雨
二
上

（
六
）
鶏
禁
警
巡
、
長
薯
難
防
災
、
藷
憂
稿

D
　
輸
入
漢
書
の
査
法

　
徳
川
時
代
に
於
け
る
、
外
國
文
物
輸
入
の
面
こ
の
陶
門

は
、
師
ち
長
崎
で
あ
る
。
長
崎
に
於
け
る
輸
入
漢
書
の
特

別
な
取
締
槍
閲
制
度
は
、
貞
享
二
年
に
写
る
。
そ
れ
以
前

は
博
識
の
寺
僑
、
及
び
土
地
の
學
才
の
あ
る
者
が
寄
合
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

て
輸
入
書
を
改
め
て
居
た
。
労
る
に
貞
享
二
年
簑
有
詮
を

長
崎
聖
堂
の
主
宰
向
井
元
成
が
摘
観
し
た
事
か
ら
し
て
、

是
に
始
め
て
書
物
改
役
が
譜
代
格
ε
な
う
、
向
井
氏
世
襲

　
　
　
第
十
一
魯
　
　
研
　
究
　
　
江
戸
幕
麿
の
禁
誘
政
策
（
中
）

の
職
こ
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
．

　
長
崎
の
向
井
氏
は
、
元
成
の
父
元
塩
か
ら
顯
は
れ
て
居

る
。
元
升
は
儒
書
で
あ
っ
た
が
、
正
保
四
年
官
許
を
得
て

此
の
地
に
聖
堂
を
経
恥
し
た
。
そ
し
て
彼
も
學
者
ご
し
て

書
物
改
に
醐
係
し
て
居
た
Q
而
る
に
萬
治
元
年
、
彼
は
一

家
を
率
み
て
上
洛
し
た
の
で
、
其
の
後
の
崎
陽
學
政
は
、

南
部
草
壽
あ
た
り
が
、
董
督
の
任
に
託
っ
て
居
た
が
、
延

寳
年
中
草
壽
が
、
此
の
地
を
去
っ
て
、
富
山
侯
の
儒
官
と

な
る
や
、
元
升
の
三
男
元
成
が
秘
父
の
由
緒
に
基
き
、
京

師
か
ら
招
か
れ
て
、
聖
堂
の
主
宰
者
こ
な
っ
た
も
の
、
や

　
　
　
　
　
　
（
二
）

う
に
考
へ
ら
れ
る
。
そ
し
て
延
音
八
年
七
月
に
書
物
改
役

に
任
せ
ら
れ
た
が
、
貞
享
の
功
績
に
依
っ
て
、
譜
代
格
こ

し
て
切
米
三
十
俵
二
人
扶
持
、
受
用
銀
六
貫
三
百
六
十
目

を
給
せ
ら
れ
る
襟
に
な
り
、
唐
船
入
津
の
際
は
、
輸
入
漢

書
の
早
筆
に
從
暑
し
、
雫
常
は
聖
堂
を
保
管
し
、
繹
典
を

掌
う
、
士
民
一
般
に
漢
意
藪
授
を
行
っ
て
、
其
の
業
を
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

孫
に
傳
へ
る
事
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
入
一
　
（
四
二
一
）



　
　
　
第
十
日
高
　
　
研
　
究
　
　
脇
戸
幕
府
の
禁
書
政
策
（
中
）
‘

　
調
踊
幕
府
時
代
の
長
崎
…
旭
盛
土
に
は
、
元
成
は
貞
享
こ
年

の
功
に
依
り
、
始
め
て
書
物
改
役
を
命
せ
ら
れ
た
楼
に
記

し
て
居
る
。
之
は
容
射
君
上
の
記
事
を
受
綴
い
だ
も
の
か

も
知
ら
な
い
が
今
私
は
交
化
七
年
向
井
元
仲
書
上
二
二

及
び
蓮
航
言
詮
九
塞
き
、
書
物
改
役
任
命
は
そ
れ

よ
り
先
で
、
貞
享
二
年
に
は
譜
代
格
に
な
っ
た
も
の
ご
思

ふ
。
つ
ま
り
彼
の
功
績
は
、
職
務
執
行
上
の
獲
物
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

　
書
物
改
役
の
下
に
は
、
書
物
改
手
傳
四
人
、
書
記
役
三

入
・
加
役
舗
讐
人
が
居
つ
響
書
物
改
に
は
鼻
氏

ε
共
に
、
臨
濟
宗
の
春
徳
寺
の
僧
侶
も
之
に
關
毒
し
て
居

・
鬼
そ
れ
は
い
慈
副
役
で
、
善
業
尊
＋
に
も
「
滑

落
鑛
は
元
成
方
斗
二
而
不
大
形
相
改
候
」
ご
あ
る
。

　
籾
岬
て
唐
船
が
書
籍
を
持
渡
っ
た
場
合
に
は
㌃
先
書
物
属

利
が
其
の
套
歎
等
を
槍
慰
し
た
上
で
、
唐
船
の
宿
町
よ
り

聖
堂
の
倉
庫
に
納
め
る
。
聖
堂
の
倉
庫
に
納
め
ら
れ
る
と

長
崎
會
所
目
附
吟
味
役
の
内
唄
人
、
講
込
掛
の
者
一
人
が

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
入
ご
　
（
四
二
二
）

向
井
氏
ご
立
合
の
上
で
、
封
印
を
施
し
、
愈
々
書
籍
槍
閲

を
行
ふ
際
に
は
、
聖
堂
か
ら
言
託
へ
照
齢
し
て
、
四
五
目

の
槍
査
分
量
宛
倉
庫
か
ら
幾
し
て
受
取
り
、
書
記
役
書
物

目
利
等
が
逸
々
槍
査
し
て
、
全
部
槍
閲
を
絡
了
す
る
ご
、

其
の
次
第
を
置
所
へ
報
告
す
る
Q
さ
う
す
る
ε
今
度
は
書

物
目
利
に
命
じ
て
、
槍
閲
濟
の
書
籍
に
了
し
て
直
入
を
さ

せ
る
。
そ
し
て
直
組
が
成
立
す
る
ε
、
支
弁
氏
か
ら
其
の

分
の
書
籍
の
名
目
、
並
に
新
に
渡
米
の
書
籍
は
大
意
書
を

作
っ
て
、
長
崎
奉
行
の
手
を
経
て
江
戸
へ
串
告
す
る
。
尤

其
の
時
禁
に
鰯
れ
た
も
の
が
あ
れ
ば
、
書
物
改
役
か
ら
告

登
し
て
、
長
崎
奉
行
が
案
分
を
行
ふ
の
は
云
ふ
迄
も
な
い
。

幕
府
は
串
告
書
を
見
て
、
其
の
中
に
幕
府
の
購
入
書
、
或

は
幕
府
有
司
の
註
文
書
が
あ
れ
ば
、
其
の
旨
を
指
摘
し
て

遣
る
。
是
に
煮
て
槍
閲
濟
の
書
籍
は
、
長
野
會
所
に
引
渡

さ
れ
、
幕
府
及
び
有
司
の
註
文
書
を
除
外
し
て
、
残
部
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）

商
人
に
入
札
佛
に
附
す
る
こ
い
ふ
順
序
で
あ
る
。
後
交
化

頃
乙
名
の
内
に
も
、
聖
堂
掛
を
設
け
て
、
藏
出
入
の
時
に



は
、
懸
り
乙
名
も
立
合
の
上
、
合
封
印
を
施
し
、
槍
査
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
）

も
日
々
一
人
宛
詰
切
る
專
に
な
っ
た
。
叉
聖
堂
の
倉
庫
が

破
損
や
普
講
な
ご
の
場
合
に
は
、
慰
問
丈
長
崎
町
所
に
書

籍
を
保
管
し
、
書
物
改
役
等
は
會
所
へ
毘
役
し
て
最
下
を

　
　
　
　
　
　
（
入
）

行
っ
た
…
機
で
あ
る
。

　
時
に
は
肝
入
漢
書
槍
閲
事
務
が
、
随
分
澁
賦
し
た
事
が

あ
る
ら
し
い
。
そ
れ
は
幕
府
の
御
用
を
伺
ふ
爲
の
鍮
入
漢

書
目
録
、
及
び
大
意
書
を
ば
、
数
艘
分
を
一
義
め
に
し
て

経
楽
し
た
楼
な
事
・
が
あ
る
爲
で
あ
る
。
例
へ
ば
文
化
二
年

十
二
月
提
出
の
目
録
は
、
享
和
三
年
五
月
入
津
の
船
か
ら

文
化
二
年
六
月
入
津
の
船
迄
、
十
「
七
分
、
新
渡
書
籍
大

出思

�
冝
E
も
、
古
子
和
ご
一
年
五
月
、
よ
b
・
・
文
化
二
年
山
ハ
日
月
迄
の
十
七

艘
分
を
、
一
所
に
書
集
め
て
提
冠
し
だ
爲
に
、
三
年
も
か

、
つ
た
の
で
、
以
後
は
春
船
庫
迂
言
船
入
津
の
都
度
、
至

急
に
検
閲
を
行
ひ
、
槍
閲
絡
了
溜
よ
り
、
真
数
十
日
以
内

に
、
黒
瀬
録
並
に
大
意
書
を
提
出
す
る
襟
に
し
で
、
唐
船

入
津
一
回
毎
に
仰
書
し
、
一
年
に
三
度
宛
伺
書
を
差
出
す

　
　
　
集
十
一
巻
　
　
研
　
究
　
　
江
戸
墓
府
の
禁
書
政
策
（
中
）

誉
せ
き
い
ふ
零
を
下
し
て
事
忌
）
崎
画
嚢
喋
＋

に
も
「
目
鎌
早
ク
差
上
奇
論
候
得
は
、
御
用
有
無
之
儀
被

仰
下
樋
間
二
、
唐
船
之
商
虫
買
仕
廻
蹄
帆
之
差
支
三
揃
成
候

薦
挙
目
録
は
早
瀬
指
上
候
而
よ
く
候
」
ε
あ
る
楼
に
、
目

録
提
出
の
邊
延
は
四
方
に
影
響
を
及
す
事
に
な
る
。
第
｝

に
幕
府
の
御
用
書
を
除
外
し
な
け
れ
ば
、
商
人
に
入
札
を

行
は
せ
る
事
は
出
來
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
其
の
幕
府
へ

の
目
銀
の
提
出
が
三
年
も
か
、
れ
ば
、
整
商
の
迷
惑
は
さ

ら
な
り
、
一
般
護
前
馬
の
被
る
無
形
の
損
害
に
至
っ
て
は

誠
に
計
り
難
い
。
往
時
唐
本
が
貴
重
で
あ
っ
た
の
も
遇
然

で
は
・
な
い
。
そ
れ
丈
我
國
の
文
化
の
登
達
を
阻
害
し
た
謬

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
一
概
に
、
向
井
氏
の
下
職

こ
の
み
も
云
ひ
難
い
事
情
が
あ
る
。

　
葛
煮
書
物
改
の
責
任
こ
い
ふ
も
の
は
、
非
常
に
重
い
。

自
石
の
骨
董
雑
談
腱
に
も

　
　
今
も
長
崎
に
て
も
、
書
物
日
利
亡
名
づ
く
る
役
の
者
、
渡
米

　
　
の
書
物
こ
・
こ
ん
＼
く
改
て
、
許
す
は
下
に
記
し
て
、
其
末
に

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
八
三
　
（
四
二
三
）



　
　
　
第
十
一
巷
　
　
研
　
究
　
　
江
戸
蘇
廠
の
禁
書
政
策
（
中
）

　
　
御
法
度
の
耶
蘇
宗
勲
等
の
義
無
之
候
、
心
違
に
於
て
は
、
日

　
　
本
大
小
の
型
紙
の
御
忍
を
可
蒙
ε
い
ふ
証
文
を
書
き
、
姓
名

　
　
を
し
る
す
な
り
。

　
ご
あ
る
。
書
物
改
ご
い
ふ
仕
事
は
耶
蘇
敷
思
想
の
傳
播

に
謝
す
る
防
禦
線
な
の
で
あ
る
か
ら
．
幕
府
の
重
要
な
る

政
策
の
一
は
、
書
物
改
の
當
事
者
の
献
血
に
懸
っ
て
居
た

こ
云
っ
て
も
い
、
。
從
っ
て
紳
交
誓
紙
を
認
め
る
ビ
い
ぶ

、
事
は
、
誠
に
さ
も
あ
る
べ
き
事
で
、
其
の
責
任
の
重
大
さ

ご
い
ふ
も
の
は
並
々
で
は
無
か
っ
た
Q
其
の
上
に
普
蓮
の

編
入
漢
書
に
平
し
て
は
、
其
の
懇
峡
の
敏
隅
に
就
て
も
、

一
々
責
任
を
負
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
提
出
臼
鎌

に
は
、
各
書
の
落
丁
、
脱
懇
、
重
複
、
癖
滅
等
の
有
無
、

刊
寓
の
全
等
、
凡
て
之
を
書
き
記
し
て
遣
く
事
に
な
っ
て

居
た
。
若
し
閑
却
し
て
、
そ
れ
が
偶
々
幕
府
の
御
用
書
，

有
司
の
註
文
書
こ
な
っ
て
二
見
さ
れ
た
時
に
は
、
改
方
不

行
届
の
廉
で
、
「
向
井
氏
は
い
つ
も
進
退
伺
を
串
さ
ね
ば
な

　
　
　
　
（
十
）

ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
程
書
物
改
は
、
巌
重
な
．
又
面
倒
な

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
入
四
　
（
四
二
四
）

事
務
で
あ
っ
た
か
ら
、
舶
載
書
籍
の
輻
淫
し
た
時
に
は
、

手
が
廻
り
．
蕪
ね
て
勤
つ
い
止
む
を
得
す
一
粟
二
船
を
渥
ら

し
た
こ
い
ふ
楼
な
事
も
、
必
ず
し
も
無
か
つ
だ
ご
は
云
は

れ
な
い
。
　
一
荷
唐
船
輸
入
書
籍
は
、
　
一
船
楡
入
銀
高
原
儂

に
し
て
四
貫
書
分
宛
の
定
で
あ
っ
拠
。
重
葬
書
籍
の
少
い

時
は
、
糊
入
墾
等
の
代
物
聴
入
を
以
て
、
此
の
金
額
を
満

た
し
た
。
所
が
天
保
七
年
か
ら
は
、
一
船
十
貫
目
分
宛
の

輸
入
を
許
し
た
爲
に
、
從
來
輸
入
書
籍
は
、
新
古
の
胴
な

く
、
残
ら
ず
聖
堂
に
於
て
槍
閲
を
し
た
の
で
あ
る
が
、
数

量
堰
加
の
結
果
、
爾
今
始
め
て
輸
入
さ
れ
た
書
籍
に
勤
し

て
の
み
受
血
を
行
ひ
、
既
に
轍
入
さ
れ
た
事
の
あ
る
書
籍

に
甥
し
て
は
、
之
が
手
脚
を
省
略
す
る
事
に
改
め
た
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
一
）

前
の
機
子
か
ら
見
て
も
奮
然
の
事
で
あ
ら
う
。

　
然
ら
ば
禁
書
の
心
入
建
犯
者
に
漏
す
る
取
分
は
如
何
で

あ
っ
た
か
ご
い
ふ
ご
、
禁
書
た
る
事
を
全
然
知
ら
な
い
で

鍮
縦
し
た
場
合
に
は
、
船
主
並
に
荷
主
爵
身
に
は
別
に
大

し
た
答
は
無
い
が
、
そ
れ
が
不
注
意
に
原
意
し
て
居
る



場
合
に
は
駆
其
の
時
の
事
情
に
依
っ
て
、
船
主
荷
主
爾
者

に
慰
し
て
、
叉
は
荷
主
の
み
に
、
今
後
の
渡
航
禁
止
を
串
付

　
（
十
二
）

け
た
。
そ
し
て
罪
過
の
輕
重
に
從
ひ
、
一
再
の
暴
騰
を
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
三
）

．
め
、
積
載
貨
物
全
部
を
積
返
さ
し
め
た
。
例
へ
ば
貞
享
こ

年
簑
有
詮
を
楡
嘱
し
た
時
に
は
、
書
籍
は
嶢
捨
、
積
載
貨

物
は
積
戻
、
荷
圭
船
頭
三
入
は
田
本
渡
航
禁
止
に
賑
せ
ら

　
　
　
（
十
四
）

れ
て
居
る
。
唐
蓮
事
製
造
日
録
難
元
轍
尊
勝
三
月
の
條
に

は
、
帝
京
景
物
賂
の
質
入
さ
れ
た
時
の
事
情
が
、
詳
細
に

記
さ
れ
て
居
る
が
、
そ
れ
に
因
る
ご
、
事
件
落
着
迄
は
唐

人
達
に
蟄
居
を
串
付
け
、
他
船
の
唐
墨
達
ご
の
交
蓮
を
禁

じ
、
宿
町
に
命
じ
て
、
彼
等
か
ら
買
物
等
を
顧
ん
で
來
て

も
取
上
げ
な
い
襟
に
せ
し
め
、
其
の
唐
入
等
が
支
那
寺
へ

の
寄
進
物
も
、
寺
に
於
て
當
分
使
用
す
る
事
を
停
め
て
居
r

る
。
以
て
其
の
吟
舞
振
を
覗
ふ
に
足
る
で
あ
ら
う
。

　
輸
入
の
禁
書
は
、
焼
捨
か
、
多
く
は
塗
沫
笹
分
に
附
し

塗
沫
彪
分
の
物
は
、
其
の
船
蹄
帆
の
節
．
之
を
積
戻
ら
し
め

櫨
五
蕪
禁
書
難
青
は
・
名
盤
響
馨
齋
讐

　
　
　
第
十
剛
巷
　
　
研
　
究
　
　
江
戸
蘇
府
の
禁
啓
政
策
（
中
）

鷺
其
儘
差
返
言
の
・
が
、
名
家
薪
は
蓮
航
蕗
讐
九

塾
生
一
覧
稿
共
に
墨
消
ご
あ
り
、
蔦
蔓
齋
集
は
通
航
一
覧

肇
九
に
墨
濾
ご
あ
っ
て
、
幕
府
の
禁
書
政
策
か
ら
見
て
も

「、

ｴ
儘
差
置
」
ビ
い
ふ
事
は
、
何
か
の
誤
傳
で
は
あ
る
ま
い

か
と
思
は
れ
る
。
o
叉
西
堂
全
集
は
、
課
書
に
元
詣
糠
九
年
初

渡
の
時
、
「
引
破
差
返
」
ご
あ
る
が
、
嶢
捨
塗
沫
以
外
、
さ

．
う
し
た
部
分
は
、
或
は
折
々
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
五

月
爾
雲
上
に
「
僅
に
噂
名
目
に
も
あ
づ
か
れ
ば
、
塗
沫
も

し
、
敷
化
に
わ
た
れ
ば
嶢
賦
し
け
り
」
ビ
あ
る
の
は
、
大

理
論
で
あ
っ
て
、
實
際
は
享
保
以
前
ご
て
も
，
必
ず
し
為

此
通
り
に
は
行
は
れ
て
居
ら
な
い
し
．
享
保
以
後
こ
て
も

焼
捨
ご
塗
沫
に
は
、
明
自
な
標
準
が
立
て
ら
れ
て
居
ら
な

か
っ
た
機
で
あ
る
。
例
へ
ば
貞
享
三
年
に
輸
入
さ
れ
た
編

建
蓮
志
は
、
所
謂
瞭
に
堕
す
べ
き
も
の
で
、
享
保
に
解
禁

さ
れ
π
位
で
あ
る
が
、
輸
入
常
時
に
は
焼
捨
て
ら
れ
て
居

（
十
六
）

る
。
又
数
々
の
耶
蘇
毅
書
を
含
ん
で
居
る
天
學
初
野
が
、

明
和
八
年
輸
入
さ
れ
た
時
に
は
、
激
化
の
部
分
を
墨
漕
に

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
入
五
　
（
四
二
五
）



　
　
　
、
第
十
憎
奮
　
　
研
　
究
　
　
江
戸
懲
府
の
禁
露
殿
策
（
中
）

し
森
約
し
め
て
居
・
嘱
鍵
牽
舞
の
内
の
職

方
外
鰐
愛
し
藻
に
は
、
霧
に
附
し
て
居
る
楼
な

盤
梅
で
、
其
の
時
に
よ
っ
て
慮
分
が
趨
々
に
な
っ
て
居

る
。

　
又
一
部
の
書
籍
の
内
に
解
禁
書
ε
禁
書
ざ
入
り
交
っ
て

渡
※
し
た
場
合
．
例
へ
ば
前
記
購
和
学
年
渡
渉
の
天
応
初

函
の
如
き
、
其
の
中
に
禁
書
ご
解
禁
書
ご
が
混
合
し
て
居

る
場
合
に
は
、
解
禁
書
ピ
て
も
其
の
喩
入
を
差
止
め
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
九
）

持
返
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。

　
禁
書
輪
入
が
故
意
に
企
て
ら
れ
た
場
合
に
烈
し
て
は
其

の
實
例
が
明
で
は
な
い
。
し
か
し
享
保
ナ
一
年
の
序
交
あ

る
和
漢
寄
文
に
は
、
次
の
撲
な
商
運
が
探
録
さ
れ
て
居

る
。

　
　
天
主
敏
麗
筆
高
儀
可
爲
様
々
、
自
然
教
を
ひ
ろ
め
、
害
を
可

　
　
残
た
め
、
ひ
そ
か
に
書
籍
並
道
具
之
類
，
適
し
成
半
可
有
之

　
　
左
候
は
ば
本
入
に
も
科
雛
其
法
有
之
、
其
上
潔
を
も
令
減
却

　
　
貨
物
没
牧
た
る
べ
し
、
少
し
も
容
捨
有
之
問
敷
候
、
若
少
に

　
　
　
　
　
　
　
　
餓
ご
ユ
號
　
　
　
　
暁
八
山
ハ
　
（
四
二
六
）

　
　
、
て
も
右
様
子
を
存
、
訴
人
に
嵐
に
お
み
て
は
、
三
悪
同
類
た

　
　
り
ミ
い
ふ
ε
も
、
其
輕
重
に
去
て
嚢
美
可
言
付
候

　
果
し
て
此
通
り
實
施
さ
れ
た
事
が
あ
る
こ
す
る
な
ら
ば

極
め
て
峻
酷
な
法
度
ざ
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
幕
府
の
耶
蘇
澱
漢
書
の
諸
説
防
遍
に
苦
心
せ
る
事
、
斯

く
の
如
く
で
あ
る
。
而
も
表
裏
爾
面
は
黒
点
の
常
で
あ
る

さ
し
も
の
警
戒
網
を
潜
っ
て
、
禁
書
が
極
く
稀
で
は
あ
る

が
、
皇
都
に
漏
れ
て
居
る
か
ら
妙
で
あ
る
。
享
保
の
頃
に

尾
州
家
め
家
老
津
田
某
が
、
受
入
公
署
を
偶
然
手
に
入
れ

た
が
、
何
の
書
物
か
分
ら
ぬ
の
で
、
之
を
租
擦
に
問
ふ
た
。

御
蔭
で
租
徐
は
、
之
に
依
つ
で
始
め
て
耶
蘇
駿
の
説
を
知

う
、
一
本
を
寓
さ
し
め
て
、
そ
れ
に
享
保
十
一
年
七
月
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
十
）

日
の
日
附
で
、
鞍
を
記
し
だ
事
が
あ
る
。
叉
自
石
の
骨
董

羅
談
怨
之
下
に
は
、
「
職
方
外
記
は
海
鼠
で
ル
3
，
く
世
聞
に
傳

は
つ
て
居
る
し
、
同
文
鋒
指
誓
言
義
測
量
法
蕪
等
の
算
術

書
を
、
珍
擁
す
る
入
の
あ
る
の
を
聞
い
て
居
る
が
、
制
禁

を
怖
れ
て
皆
深
く
秘
密
に
し
て
居
る
さ
う
だ
」
ご
云
ふ
標



な
事
を
記
し
て
居
る
Q
骨
董
雑
談
の
薯
作
年
代
は
明
で
な

い
が
、
同
書
に
狙
彼
の
宅
へ
、
選
入
十
篇
を
持
っ
て
來
た

者
の
あ
る
事
を
、
租
擦
の
夏
蝉
か
ら
聞
い
た
こ
い
ふ
話
が

載
っ
て
居
る
の
で
。
白
石
晩
年
の
著
述
で
あ
ら
う
が
．
此

の
記
事
は
、
享
保
五
年
の
弛
禁
令
ご
は
没
交
渉
ご
思
は
れ

る
か
ら
、
又
以
て
裏
面
の
溝
息
を
推
察
す
る
に
足
る
で
あ

ら
う
。
其
他
太
田
錦
城
が
梧
窓
漫
筆
拾
遺
に
、
西
學
凡
を

引
用
し
て
居
る
の
も
、
禁
書
の
漏
れ
て
居
る
讃
標
で
あ
る
○

尤
も
高
橋
景
保
の
識
語
の
あ
る
同
盟
．
物
の
爲
籍
↓
）
樂

窮
公
蕾
藏
の
表
度
説
等
が
、
今
田
獲
っ
て
居
て
も
、
此
等

は
特
殊
の
地
位
に
あ
っ
た
入
丈
に
、
聯
か
事
情
を
異
に
す

る
。　

貞
享
正
徳
年
間
の
如
き
、
取
締
の
嚴
し
か
つ
た
時
代
は

別
と
し
て
、
名
目
晦
に
止
る
も
の
は
、
差
構
ひ
の
な
か
つ

穴
時
代
に
は
、
書
中
に
多
少
耶
蘇
藪
閥
係
の
交
宇
の
あ
る

場
合
。
其
の
部
分
丈
圏
馳
を
施
し
て
抹
溝
す
る
か
、
或
は

切
取
っ
て
、
落
丁
の
襟
に
し
て
、
世
間
に
流
布
を
許
し
た

　
　
　
第
十
一
巷
　
　
研
究
，
　
江
戸
幕
府
の
禁
害
政
策
（
申
）

も
の
職
讐
肇
版
奮
の
羅
鵡
に
・
利
罵
費
の

記
事
の
葺
け
て
居
る
の
は
、
魏
刻
者
が
揮
っ
た
こ
い
ふ
よ

り
も
、
落
丁
本
を
墓
に
し
て
翻
刻
し
π
が
爲
ご
解
す
る
方

が
よ
か
ら
う
。
其
の
抹
殺
さ
れ
た
箇
所
を
、
智
積
院
蓮
敏
の

多
照
堂
谷
響
績
無
に
掲
出
し
て
居
る
の
は
、
抹
殺
さ
れ

な
い
唐
本
の
、
長
崎
關
門
を
蓮
過
し
て
居
る
事
を
示
す
も

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
書
籍
が
輩
行
本
こ
し
て
輸
入
さ
れ

た
場
合
に
は
、
磁
器
者
の
眼
を
掠
め
る
事
が
困
難
で
あ
っ

て
も
、
廣
百
川
學
海
に
交
友
論
が
入
込
ん
で
居
た
り
、
有

調
馬
秘
書
に
五
雑
狙
が
含
ま
れ
て
居
た
う
、
斯
の
襟
な
浩

嘆
な
叢
書
の
中
に
、
影
を
潜
め
て
居
る
ご
、
魚
は
巧
に
綱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
十
三
）

を
逃
れ
て
、
交
友
論
が
解
禁
前
に
引
用
さ
れ
叱
り
、
和
本

に
脱
文
の
所
が
、
叢
書
本
の
竃
屋
組
に
は
、
麗
々
8
載
つ

　
　
　
（
二
十
四
）

て
居
だ
り
す
る
機
な
矛
盾
が
起
る
の
で
あ
る
。

　
（
一
）
長
碕
繭
田
忠
昭
氏
藏
啓
物
改
一
件
灰
牧
文
化
七
年
正
月
向
非
元
仲
書

　
上

　
（
二
）
通
船
一
質
巻
一
九
九
に
に
、
延
實
λ
年
簗
堂
附
に
な
つ
国
定
し
て
あ

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
入
七
　
（
四
二
七
）



　
　
　
第
十
一
巻
　
　
研
　
究
　
　
注
戸
幕
廠
の
禁
書
政
策
（
中
）

　
る
O
向
井
元
日
の
書
上
に
に
、
彼
の
長
瞭
下
り
た
壌
に
延
實
年
中
亡
し

　
て
居
ろ
。

（
三
）
応
非
或
銀
瀾
先
血
碑
銘
井
序
（
丁
重
丈
編
二
十
一
）
、
環
浦
麺
上
、
先

　
舳
質
叢
談
後
月
桶
｛
磐
之
一
二
、
四
一
［
物
改
…
穐
月
齢
川
牧
山
叉
化
七
十
†
正
月
向
井
一
兀
仙
川
勲
差

上
、
講
馨
叢
講
聖
人
譲
欝
、
誘
寝
叢
纏
長

　
晦
年
表
附
録
、
H
本
教
育
史
資
料
二
十

（
四
）
魏
長
撃
欝
鋒

（
五
）
長
醤
毒
軽
装
轟
、
纏
長
崎
箋
附
録
、
晋
誌
上

（
点
ハ
）
長
略
市
役
鵬
鷹
誠
唐
船
持
渡
書
籍
山
八
意
（
御
調
瀧
樹
種
大
出
鼠
書
鵬
川
牧
）

（
七
）
懸
物
改
一
件
所
収
文
化
玉
菜
嘉
月
串
渡

（
八
）
書
物
改
一
件
研
収
丈
化
五
年
八
月
串
渡
、
唐
船
持
渡
書
籍
大
鷲

（
九
）
書
物
改
一
件
所
二
丈
化
三
年
七
月
串
渡

（
十
）
答
物
理
「
件
所
牧
文
化
三
年
十
月
同
四
年
三
月
同
九
年
十
月
各
向
井

　
元
仲
伺
書
、
長
崎
瓢
田
忠
昭
氏
藏
馬
添
群
談
第
十
一

（
十
一
）
唐
船
商
調
荷
物
元
沸
嬢
大
意
課
書
付
（
長
崎
倉
所
五
滑
物
二
）

（
十
二
）
崎
陽
鮮
談
第
十
一

（
＋
三
）
鯛
禁
霧
馨
、
好
書
故
馨
茜
所
引
露
籠
面
隠
實

（
十
四
）
霧
楚
葉
第
六
所
裂
馨
行
川
・
饗
術
閑
晶
醐
禁

書
籍
謙
書
、
長
崎
志
六
、
侶
し
影
書
に
に
船
主
御
叱
定
あ
ろ
が
、
今
羅

第
三
帳

入
八
　
（
四
二
入
）

　
行
串
渡
に
徒
ふ
Q

（
＋
五
）
縮
鯛
禁
諮
灘
暫
、
妊
書
故
馨
茜
、
子
壷
墾
九
三
、

　
蜷
陽
群
談
第
十
一
、
無
熱
一
壷
稿

（
士
ハ
）
鶉
禁
籍
響
、
親
憂
養
九
三

（
十
七
）
好
書
散
補
巻
七
四
所
引
継
晦
書
物
改
慾
詑
、
長
崎
志
績
編
岱
八
、

　
蓮
航
一
魔
巻
一
九
九
、
環
浦
一
権
縮

（
＋
入
）
獺
柴
籍
響

（
十
九
）
書
物
改
一
魯
班
牧
文
化
三
年
正
月
晦
井
元
仲
伺
嘗
、
妊
婁
鼓
霧
所

　
引
長
押
書
物
改
蕎
記

（
二
十
と
話
一
雷
巻
十
四
、
叢
説
巻
一
〇
但
し
海
録
に
に
七
月
七
樋
ぜ
な

　
つ
て
居
る
。

（
二
十
一
）
雨
書
眉
大
阪
館
腿
丈
一
温
温
の
研
藏
で
あ
る
が
、
窩
総
景
保
の

　
識
語
に
に
「
丈
政
癸
未
正
月
一
膳
井
句
解
禰
景
保
」
ミ
あ
み
。

（
ご
十
二
）
課
海
嶺
之
五
、
崎
陽
画
談
第
十
七

（
二
十
三
）
水
戸
森
鰻
塾
著
貸
永
四
年
刊
護
法
資
泊
論

（
二
十
四
）
骨
董
雑
談
巻
之
下


